
愛
知
県
は
総
人
口
に
占
め
る
外
国
人
が
全
国
一
の
圏

域
で
北
名
古
屋
市
に
は
、
５
月
１
日
現
在
で
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
中
国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
、

７
７
７
世
帯
、
１
４
９
１
人
の
外
国
人
市
民
が
暮
ら
し
て

お
り
ま
す
。

協
会
が
開
講
し
て
い
る
日
本
語
教
室
の
受
講
者
も
年
々

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
確
実
に
、
外
国
人
市
民
が
地
域
の

な
か
で
身
近
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
同
時
に
、

地
域
住
民
と
外
国
人
市
民
と
の
間
で
、
言
葉
や
宗
教
、
習

慣
な
ど
の
違
い
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
顕
在
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
外
国
人
」
を
理
由
に
ア
パ
ー
ト
の
入
居
を
断

ら
れ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か
ら
様
々
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
。
外
国
人
が
犯
罪
を
犯
す
と
、
そ
の
国
の
人
す
べ
て

が
悪
い
よ
う
な
雰
囲
気
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
語

が
通
じ
な
い
か
ら
、
習
慣
が
違
う
か
ら
な
ど
と
い
っ
て
、

一
律
に
外
国
人
を
排
除
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
は
意

識
の
中
で
、
外
国
人
を
文
化
の
違
い
だ
け
で
内
、
外
と
区

別
し
、「
よ
そ
も
の
」
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
ら
が
、

立
派
な
態
度
か
ど
う
か
。
自
問
自
答
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

国
籍
や
民
族
の
違
い
を
越
え
、
北
名
古
屋
を
す
べ
て
の

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
内
外
よ
り
有
能
な
人
材
を
引

き
寄
せ
、
地
域
を
元
気
に
す
る
「
多
文
化
共
生
社
会
づ
く

り
」
は
、
私
た
ち
の
な
か
に
あ
る
外
国
人
と
い
う
こ
こ
ろ

の
バ
リ
ア
を
克
服
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、「
公
共
施
設
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
」
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た

に
「
国
際
結
婚
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
語
ろ
う
」
な
ど
を
開
催
し
、

外
国
人
市
民
と
地
域
住
民
と
の
暮
ら
し
を
通
じ
た
交
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市

内
在
住
の
国
際
結
婚
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
市
民
の
交
流
を
図

り
ま
す
。

い
い
こ
と
、
わ
る
い
こ
と
、
改
善
す
る
こ
と
な
ど
、

北
名
古
屋
で
の
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
縦
横
に

語
り
合
う
交
流
会
で
す
。

日

時

場

所

対

象

定

員

参
加
料

平
成
27
年
９
月
５
日（
土
）

12
時
00
分
か
ら
14
時
30
分
ま
で

陽
だ
ま
り
ハ
ウ
ス

市
内
在
住
・
在
勤
の
国
際
結
婚
フ
ァ
ミ
リ
ー

な
お
、
当
日
、
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

20
名　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

無
料（
昼
食
を
用
意
し
ま
す
）

vol.
2015. 7.
22

と
も
に
暮
ら
し
、

と
も
に
生
き
る

ー
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
の
取
り
組
み
ー

国
際
結
婚
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
語
ろ
う

「
い
い
と
こ
、

 

わ
る
い
と
こ
、

 

北
名
古
屋
の
こ
と
」

北名古屋の国際交流・・・ばづくり、ひとづくり、ちいきづくり。

交流会
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平成27年度収支予算書（単位：円）

４
月
11
日
、
北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
に
お
い
て
、
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
、「
国
際
交
流
の
場
づ
く
り
、
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る

人
づ
く
り
、
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
」
な
ど
市
民
が
主
役

に
な
る
草
の
根
交
流
を
推
進
し
北
名
古
屋
市
の
国
際
交
流
拠
点
に
ふ
さ

わ
し
い
協
会
づ
く
り
を
め
ざ
す
平
成
27
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
等
を

決
定
し
ま
し
た
。 平

成
27
年
度
事
業

収入の部
負担金（会費等） 580,000
補助金・助成金 12,720,000
諸収入 1,911,000
繰越金 247,000
　計 15,458,000

支出の部
事務費 7,383,000
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・

旅費・交際費・需用費・備品購入費等）
事業費 8,035,000
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・

負担金補助金等）
予備費 40,000
　計 15,458,000
詳しくは協会までお問い合わせください

１　
重
点
事
業

２　
事
業
計
画

・
ア
ジ
ア
太
平
洋
近
隣
諸
国
を
身
近
に
す
る
国
際
交
流
の
場
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

・
在
住
外
国
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

・
国
際
交
流
の
成
果
を
地
域
お
こ
し
に
繋
ぐ
「
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
の
国
際
交
流
の
場
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

食
と
文
化
の
交
流
を
通
じ
て
、
近
く
て
遠
い
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
国
際

理
解
を
深
め
る
た
め
市
民
手
作
り
の
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
国
際
交
流
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

北
名
古
屋
市
と
友
好
提
携
都
市
韓
国
務
安
郡
と
の
国
際
交
流
事
業

と
し
て
、
中
学
生
を
相
互
に
派
遣
し
、
交
流
を
深
め
、
国
際
理
解
教

育
を
推
進
し
、
21
世
紀
を
担
う
国
際
感
覚
の
豊
か
な
人
材
育
成
を
図

り
ま
す
。

国
際
交
流
の
場
と
し
て
、「
愛
知
万
博
10
周
年
記
念
一
市
町
村
一

国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス
タ
」、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
５
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
ま
す
。
愛
知
万
博
を
契

機
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
韓
国
務
安
郡
と
の
友
好
交
流
の
成
果
を
幅

広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を
特
別

販
売
す
る
な
ど
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

芸
大
留
学
生
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
場
と
し
て
、
芸
術
教
室
を

開
講
し
国
際
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
感
覚

を
育
て
ま
す
。

○
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

・
第
４
回
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○
国
際
交
流
の
担
い
手
で
あ
る
人
づ
く
り

・
中
学
生
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

市
民
手
づ
く
り
で

推
進
す
る
国
際
交
流

を
ツ
ー
ル
と
し
た
北

名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン

ド
産
品
を
開
発
普
及

し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
企
画
開

発
し
た
「
北
名
古
屋

ブ
ラ
ン
ド
産
品
」
を
、

イ
メ
ー
ジ
・
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
い
っ
ち
ゃ

ん
」
を
活
用
し
て
啓

発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

○
国
際
交
流
を

　
　
活
用
し
た

　
　
　
地
域
づ
く
り

・
北
名
古
屋
地
域

　
ブ
ラ
ン
ド

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

・
国
際
フ
ェ
ア

基
礎
的
な
日
本
語
の
習
得
と
資
格
取
得
を
め
ざ
す
外
国
人
の
た
め

の
教
室
で
す
。
毎
週
、
金
曜
日
の
夜
、
健
康
ド
ー
ム
で
開
講
し
ま
す
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室

７
月
、
11
月
及
び
４
月
に
市
の
広
報
に
折
り
込
み
全
戸
配
布
い
た

し
ま
す
。

・
会
報
の
発
行

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
協
会
活
動
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
公
開
す
る
な
ど
市
民
参
加
と
オ
ー
プ
ン
な
運
営
を
加
速
さ
せ

ま
す
。

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用

協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹
介
、
各
種
講
座
の
案
内
、
会
員
募
集
な

ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
充
実
さ
せ
ま
す
。
外
国
語
版
は
、
協

会
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

外
国
人
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
日
本
語
を

習
得
さ
せ
る
た
め
、
在
籍
の
小
中
学
校
で
の
出
張
教
室
方
式
で
毎
週

一
回
開
講
し
ま
す
。

・
子
ど
も
日
本
語
教
室

一
般
市
民
を
対
象
に
、
気
軽
に
は
じ
め
る
韓
国
語
、
中
国
語
、
英

語
の
５
コ
ー
ス
を
健
康
ド
ー
ム
で
開
講
し
ま
す
。

・
外
国
語
講
座

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

た
め
、
研
修
会
や
交
流
会
を
実
施
し
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

市
内
で
語
学
学
習
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
そ
の
講
師
料
の

一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

・
外
国
語
学
習
事
業
補
助

学
校
、
団
体
や
企
業
な
ど
の
要
望
に
よ
り
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
す
る
と
と
も
に
、
翻
訳
サ
ポ
ー
ト
等
を
実
施
し
ま
す
。

・
通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業

地
域
と
在
住
外
国
人
と
の
共
生
を
め
ざ
す
多
文
化
共
生
社
会
づ
く

り
に
つ
な
ぐ
「
公
共
施
設
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
や
「
国
際
結
婚
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
語
ろ
う
」
な
ど
市
民
と
の
暮
ら
し
を
通
じ
た
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
般
市
民
を
対
象
に
、
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
《
世
界
を
識
る

シ
リ
ー
ズ
》《
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
》
な
ど
の
講
演
会

や
ビ
デ
オ
映
画
鑑
賞
会
等
を
実
施
し
ま
す
。

・
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

市
内
の
団
体
が
実
施
す
る
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

・
国
際
交
流
事
業
補
助

海
外
自
治
体
や
国
際
交
流
団
体
等
か
ら
訪
問
団
を
受
け
入
れ
交
流

を
深
め
、
市
民
が
主
役
に
な
る
草
の
根
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

・
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
と
も
に
考
え
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

・
外
国
人
生
活
相
談

・
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

2



       
 

平
成
26
年
度
事
業
報
告

収入の部
負担金（会費等） 538,500
補助金・助成金 12,720,000
諸収入 2,172,282
繰越金 284,917
　計 15,715,699

支出の部
事務費 7,151,605
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・

旅費・交際費・需用費・備品購入費等）
事業費 8,317,043
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・

負担金補助金等）
予備費 0
　計 15,468,648
詳しくは協会までお問い合わせください

平成26年度決算報告（単位：円）

２
年
前
か
ら
北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
の
ブ
ー
ス
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
ア
ジ
ア
の
手
芸
品
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
のBandu

で

す
。
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
店
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
北
名
古
屋
市
の
活
発
な
国
際
交
流
の
様
子
を
い
つ
も

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Bandu

は
簡
単
に
買
い
に
い
け
な
い
場
所
で
作
ら
れ
て
い
る
ア
ジ
ア

各
国
の
手
芸
品
や
、
市
場
で
み
つ
け
た
逸
品
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
簡
単
に
い
け
な
い
と
こ
ろ
と
は
、
差
別
さ
れ
て
い
る

人
達
の
作
業
所
や
麻
薬
が
蔓
延
し
て
い
る
ス
ラ
ム
、
想
像
を
絶
す
る

奥
地
に
あ
る
田
舎
で
す
。「Bandu

」
は
南
イ
ン
ド
の
タ
ミ
ル
語
で
「
友

達
」
と
い
う
意
味
で
す
。
私
は
２
０
１
０
年
に
南
イ
ン
ド
の
大
都
市

チ
ェ
ン
ナ
イ
か
ら
車
で
５
時
間
以
上
か
か
るDeenabandu

村
（
＝

貧
し
い
人
の
友
達
の
村
）
と
い
う
差
別
さ
れ
た
ダ
リ
ッ
ド
の
た
め
の
開

拓
村
で
素
晴
ら
し
い
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
出
会

い
か
ら
こ
の
仕
事
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
店
舗
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
、
ア
ジ
ア
各
国
に
は
、
人
件
費
の
安
さ
か
ら

先
進
諸
国
の
企
業
が
進
出
し
て
い
ま
す
。
経
済
的
に
豊
か
に
な
り
物

価
も
う
な
ぎ
上
り
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
都
市
部

の
ほ
ん
の
一
部
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
、
田
舎
や
ス
ラ
ム
、
差
別
さ
れ

た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
な
ん
の
恩
恵
も
な
く
、
物
価
が
上
が
っ
て
生
活

は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
な
の
で
す
。
高
度
な
技
術
で
時
間
を
か
け
て

手
芸
品
を
作
っ
て
も
売
れ
な
い
の
で
、
不
安
定
な
雇
用
で
安
い
賃
金

で
も
、
現
金
が
す
ぐ
に
も
ら
え
る
外
資
系
の
工
場
に
働
き
に
い
き
ま

す
。
だ
ん
だ
ん
作
る
人
が
減
り
、
入
手
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
手

芸
品
も
あ
り
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
の
手
織
り
カ
シ
ミ
ア
の
ス
ト
ー
ル
は
、

ネ
パ
ー
ル
人
看
護
師
を
育
成
す
る
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
売
上
金
よ
り
大
地
震
後
の
復
興
支
援
も
い
た
し

ま
す
。

ア
フ
リ
カ
の
シ
ア
バ
タ
ー
の
ア
テ
ン
ド
リ 

エ 

ペ
ジ
ー
ブ
ル
と
共
に
北

名
古
屋
市
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
お
買
い
物
を
す
る
人
と
手
芸
品

を
作
る
人
と
の
笑
顔
を
つ
な
ぐ
ア
ジ
ア
の
手
芸
品
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の

Bandu

（
バ
ン
ド
ゥ
）
を
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
た
ち
の
国
際
交
流
⑳

ア
ジ
ア
手
芸
品
の
架
け
橋

Bandu=

バ
ン
ド
ゥ
　
代
表
　
井
手
　
初
穂

国
際
交
流
の
場
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」
な
ど

イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
た
。
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
国
際
理

解
を
深
め
た
。

韓
国
務
安
郡
民
間
訪
問
団
を
市
と
と
も
に
受
け
入
れ
、
北
名
古

屋
市
女
性
代
表
団
を
務
安
郡
に
派
遣
し
た
。
女
性
の
視
線
で
国
際

理
解
を
深
め
、「
市
民
が
主
役
」
に
な
る
草
の
根
の
国
際
交
流
を
推

進
し
た
。

ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
を
観
て
、

識
り
、
食
す
」
を
テ
ー
マ
に
《
微
笑
み
の
国
＝
タ
イ
》
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
市
民
手
づ
く
り
で
開
催
し
た
。

芸
大
の
留
学
生
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
芸
術

教
室
を
開
講
し
国
際
理
解
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
感
覚
を

育
て
た
。

外
国
人
を
対
象
に
日
本
社
会
で
の
適
応
能
力
を
向
上
さ
せ
、
日
本

語
の
基
礎
能
力
を
つ
け
る
た
め
に
開
講
し
た
。

○
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

・
国
際
フ
ェ
ア

○
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

・
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
に
繋
ぐ
「
北
名
古
屋
特
産
！
い

ち
じ
く
酵
母
入
り　

の
む
酢
」
や
「
い
ち
じ
く
ジ
ャ
ム
パ
ン
・
い
っ

ち
ゃ
ん
パ
ン
」
を
開
発
提
案
し
、
イ
メ
ー
ジ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活

用
し
て
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

○
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

・
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
第
３
回
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

・
社
会
人
日
本
語
教
室

外
国
人
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
日
常
生
活
に
必
要
な
日
本
語
を
習

得
さ
せ
る
た
め
開
講
し
た
。

・
子
ど
も
日
本
語
教
室

一
般
市
民
を
対
象
に
、
韓
国
語
３
コ
ー
ス
、
中
国
語
１
コ
ー
ス
、

英
語
１
コ
ー
ス
の
三
カ
国
語
５
コ
ー
ス
を
開
講
し
た
。

・
外
国
語
講
座

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

た
め
、
研
修
会
や
交
流
会
を
実
施
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

通
訳
翻
訳
、
イ
ベ
ン
ト
、
日
本
語
教
室
、
生
活
相
談
、
運
営
企
画

会
議
な
ど
登
録
者
総
数
１
８
６
名
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数

在
住
外
国
人
と
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
対
象
と
し
た
公
共
施
設
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
、「
北
名
古
屋
を
観
よ
う
、
知
ろ
う
、
話
そ
う
」
を

テ
ー
マ
に
実
施
し
た
。
西
枇
杷
島
署
の
協
力
を
得
て
、
交
番
な
ど
地

域
の
防
犯
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
般
市
民
を
対
象
に
、
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
《
世
界
を
識
る

シ
リ
ー
ズ
》《
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
》
な
ど

の
講
演
会
や
ビ
デ
オ
映
画
鑑
賞
会
等
を
実
施
し
た
。

・
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
と
も
に
考
え
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
た
。

・
外
国
人
生
活
相
談

７
月
、
11
月
及
び
４
月
に
市
の
広
報
に
折
り
込
み
全
戸
配
布
し
た
。

・
会
報
の
発
行

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
立
ち
上
げ
、
協
会
活
動
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
広

報
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
た
。

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹
介
、
各
種
講
座
の
案
内
、
会
員
募
集
な

ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
た
。
外
国
語
版
は
、
協
会
登
録
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
作
成
し
た
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
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各
種
申
し
込
み
、お
問
い
合
わ
せ
等
は
、左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
481

－

8531
北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15
番
地

北
名
古
屋
市
役
所
西
庁
舎
４
階

電　
　
　
話

フ
ァ
ッ
ク
ス

Ｅ
メ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

０
５
６
８（
２
２
）１
１
１
１　
内
線
２
４
０
０

０
５
６
８（
２
５
）１
８
０
０

info@
kitanagoya-kiia.jp

http://w
w

w
.kitanagoya-kiia.jp

https://w
w

w
.facebook.com

/kitanagoyakiia

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

多
文
化
共
生
社
会
づ

く
り
の
取
り
組
み
と
し

て
、
市
内
在
住
の
外
国

人
と
公
共
施
設
を
訪
ね

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
交

流
を
図
り
ま
す
。

名
古
屋
芸
術
大
学
の
留
学
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と

一
緒
に
、「
ま
ち
の
彫
刻
」
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
野
外

美
術
館
の
楽
し
み
方
や
留
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
国
際
感
覚
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

国
際
交
流
の
成
果
を
活
か
す
、
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド

産
品
の
開
発
と
普
及
の
た
め
の
料
理
講
習
会
で
す
。「
北
名

古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
」
を
世
界
の
料
理
に
活
用
し
て

い
く
取
り
組
み
で
す
。
講
師
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
韓
国
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン

ホ
テ
ル
で
腕
を
磨
い
た
フ
レ
ン
チ
の

達
人
が
指
導
し
ま
す
。

日
　
時

集
合
・
解
散
場
所

プ
ロ
グ
ラ
ム

対
　
象

定
　
員

参
加
料

□
時
　
間

□
会
　
場

□
定
　
員

□
受
講
料

日
　
時

会
　
場

対
　
象

定
　
員

参
加
料

持
ち
物

　
　
　
平
成
27
年
10
月
24
日（
土
）

　
　
　
９
時
か
ら
13
時
30
分
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
玄
関
前

９
時
30
分
～
11
時
00
分　
西
春
日
井
広
域
消
防
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
署
見
学

11
時
15
分
～
12
時
00
分　
北
名
古
屋
市
西
図
書
館

12
時
15
分
～
13
時
30
分　
交
流
会（
昼
食
を
用
意
し
ま
す
）

市
内
在
住
・
在
勤
の
外
国
籍
住
民
及
び
そ
の
子
女
。
就

学
前
児
童
の
参
加
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。
な
お
、

当
日
、
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
20
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

　
　
　
無
料

　
平
成
27
年
11
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
フ
レ
ン
チ
料
理

　
平
成
27
年
12
月
24
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
韓
国
料
理

　
平
成
28
年
１
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
ン
料
理

　
　
　
　
９
時
か
ら
14
時
ま
で

　
　
　
　
北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム

　
　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

　
　
　
　
30
名

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
　
　
　

   

め
切
り
ま
す
）

　
　
　
　
６
０
０
０
円

　
　
　

    （
協
会
会
員
５
０
０
０
円
）

※
３
回
と
も
時
間
、会
場
、講
師
は
同
じ
で
す
。

　
　
　

平
成
27
年

７
月
11
日（
土
）

10
時
か
ら
15
時
ま

で（
途
中
、
昼
食

の
時
間
を
設
け
ま

す
）

名
古
屋
芸
術
大
学

西
キ
ャ
ン
パ
ス

デ
ザ
イ
ン
Ｕ
棟

１
０
２
号
教
室

小
学
生

30
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

無
料

昼
食（
弁
当
）、
絵
の

具
、
ク
レ
ヨ
ン
等
絵
画

を
野
外
で
描
け
る
よ
う

に
用
意
し
て
来
て
く
だ

さ
い
。（
画
板
は
協
会
が

用
意
し
ま
す
）

国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

芸
大
留
学
生
と
一
緒
に

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
描
く

北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ワ
ー
ル
ド
料
理
講
習
会

「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
」

外
国
人
の
た
め
の
公
共
施
設
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

「
北
名
古
屋
を

観
よ
う
、知
ろ
う
、話
そ
う
。」
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